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活

用

語

に
接

続

す

る

「
ラ

シ
イ
」

明
治
に
お
け
る
そ
の
定
着

の
状
態

原

口

裕

は

じ

め

に

現

代

語

法

の

な

か

に

は

、

明

治

の
後

半

期

に
至

っ
て

急

速

に

そ

の
用

法

を

文
献

の
上

に
あ

ら

わ

し

て

く

る

も

の
が

あ

る

が

、

そ

れ

ら

の
定

着

の

状

態

に

つ

い
て

は

、

記

述

的

研

究

が

必

ず

し

も

十

分

で

な

い

こ

と

な

ど

も

あ

っ
て

、

不

明

の

点

も

少

な

く

な

い
。

活

用

語

に

接

続

す

る

ラ

シ

イ

の

用

法

も

そ

の

一

つ
で

あ

る
..
普

通

に

、

明

治

四

十

年

代

が

そ

の

定

着

の
目

安

と

さ

れ

て

い
る

の

で
あ

る

が

、

明

治

前

期

の
事

例

に

つ

い

て

は

述

べ

た

も

の

が

な

い
。

本

稿

で

は

、・
若

干

の
資

料

の
調

査

結

果

を

示

し

て

、

そ

の

用

法

の
定

着

状

態

を

考

え

る

た

め

の
参

考

に

供

し

た

い
と

思

う

。

〔注
〕

D

松
村

明

「
東
京

語

の
成
立

と
展
開

」

(
『講
座

現
代
語

2
』

〔昭
和
三
九
〕

所

収
)
に
は
、

「明
治
四
〇
年
前
後

の
漱
石
の
作
品
な
ど
を
見
る
と
、
『
ラ
シ
イ
』

の
用
言
接
続

の
例
か
か
な

り
出

て
く

る
が
、
多

く
は
地

の
文
章
中

に
出

て
き

て
、

会

話

文
の
中

に
は
、
あ

ま
り
多

く
は
見
ら
れ
な

い
、、
口
語
文

の
用
語

と
し

て
発
達

し
た
も

の
で
、

こ
の
時
期

ま
で
に
は
、
ま
だ
、

口
頭
語

と
し

て
は
、
そ
れ
ほ
ど

一

般
化

し
て

い
な
か

っ
た

の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
種
の
用
法

が

ひ
ろ
く

行
な
わ

れ
る
よ
う

に
な
る

の
は
大
正
期

に
は

い
っ
て
か
ら
と

い
う

こ
と
が
で
き
る
6

と
あ

る
。
九

○

ペ
ー
ジ

同
右

「近

代

の
文
法
「
江
戸
語

か
ら
東
京

語

へ
=
」

(
『日
本
文
法
講
座

3
』
〔

昭
和

三
二
〕
所
収

)
三
三
三

ペ
ー

ジ

同
右

『
纈

識
助
詞
助
動
詞
詳
説
三

昭
和
四
四
)
第
六ハ章
九

「ら
し
い
二

外
山

映
次

)
二
二
四

ペ
ー

ジ

吉
田
金
彦

『現
代
語

助
動
詞

の
史
的
研
究
』

(昭
和
四

六
)
三
二
三

ぺ
ー

ジ

『
い
ろ

は

文

庫

』

の
用

例

江
戸
期

に

お

い
て
は
、

活
用

語
接
続

の
ラ

シ
イ

の
用

法

は
殆

ど
な

い
と

い
わ
れ

て

い
る
。

杉

本

つ
と

む
氏

は
、
西

鶴

の
作

品

に
動
詞
接

続

の
ラ

シ

イ
が
あ
ら
わ
れ
、

「語

史
的

に
従

来

の
説
を

改

正
す

る
材
料

と
な

る

」
と
述

べ
ら
れ

た

こ
と
が
あ

る

が
、
近

刊

の

『
日
本
語

歴
史

文
典

試
論
』

〔
中

〕

(
昭
和
四
五
)
で
は
、

江

戸
前
期

に
関

し

て
、

湯

澤
幸
吉

郎

氏

の
指
摘

さ

れ

た

『
好

色
盛
衰

記
』

の
例
を

引

い
て
そ

の
用

法
を

一
般

的

で
な

い
と
し

、

江
戸
後

期

で
は
、

こ
れ
も
湯

澤
氏

の

『
い
ろ
は
文

庫
』

の
例

を
あ

げ

て
、

182一



「現

代
語

へ
は
程
遠

い
よ
う

で
あ

る
」

と
さ

れ

て

い
る
。

こ
の
期

の
用
例

の
検

索

の
極

め
て
困

難

な
事
実

を

示
す
も

の
で
あ

ろ
う

。

宣

長

は
そ

の

『
古
事

記

伝
』

で
、

「
三

つ
栗

の
中

つ
枝

の
ほ

つ
も

り
赤

ら
嬢

子
を

い
ざ
さ
さ

ば
余

良
斯

那
」
(応
神
記
)
の
「
余
良

斯

那
」

に

つ
い
て
、

良
斯

は
斯

具
礼

降
良
斯

な

ど
常

に
云

良
斯

に

て
、
俗

言

に
某

ら

し
き

爬
云

言

と
全

同

じ

、

〔さ

れ

ば
、
時

雨
降

ら
し

は

、
俗
言

に
時

雨

が

降
ら

し
き

、
時

雨

が
降
さ
う

な

と
云

こ
と
に

て
、
時

雨

の
降
さ

ま

に

思

は
る

・
な
り

、
凡

て
此
辞

は
み
な

此
意

な
り

、
〕

さ

れ
ば
余
良

斯

は
、

俗
言

に
好

さ

さ
う

な

と
云
意

な

り
。

(傍
線
筆
者
)

と
説

明
し

て

い
る
。

こ
れ
に
よ

る

と
、
当
時

の
京

都

辺

の
口
頭
語

に
動
詞

接
続

の
ラ

シ

イ
が
存

在
し

た

こ
と
を
思

わ

せ
る

の
で
あ

る

が
、

『
記

伝
』

の
他

の
箇
所

で
は
、

「
ら

し
」

は
す

べ
て
サ
ウ

ナ
と

訳
さ

れ

て

い
る
。

『

古

今
集

遠

鏡
』
も

同
様

で
、
例

言

の

「
時

雨

ガ

フ
ル
サ
ウ

五
埼
)
以
下

サ
ウ

ナ

一
本

立

て

で
、
そ

の

口
訳

に
例

外

は
な

い
。

宝

暦

よ
り
寛

政

に
か

け

て

の
上

方
洒

落
本

な
ど

に
も

、
活

用
語
接

続

の
ラ

シ
イ

は
皆
無

で
あ

る
。

宣

長

の
俗
言

を
実
例

で
も

っ
て
検
証

す

る

こ
と

が
で
き

な

い
。

後
述

す

る
よ

う

に
、

サ
ウ

ダ

の
動

詞

接
続

と
は
性

質

が
異
な

り
、

ラ

シ
イ

が
普
通

の
動

詞

に
直
接

接
続

す

る
形

は
、
本

来

の

口
頭
語
系

の
も

の
で
な

く
、

文
語

よ

り

の
類
推

形

と
考

え
ら

れ
る
も

の
で
あ

る
か

ら
、
そ

の
俗

言

の
性
格

の
解

明

は
、
実

例
を

見
出

す

ま

で
保

留

せ
ざ

る
を
得

な

い
よ
う

で
あ

る
。

幕
末

に
至

る
ま

で
の
資
料

で
は
、
湯

澤
氏

の
あ

げ
ら

れ

た

『
い
ろ

は
文

庫

』

の

「
あ

の
○

○
さ
ん

は
、

お
ぬ
し

に
余

程
気

が
あ

る

ら
し

い
」
(
七
〇

回
)
が
唯

一
の
例

と
し

て
知
ら

れ
、
諸

概
説

は
す

べ
て

こ
の
例
を

引
用

し

て

い
る
。

湯

澤
氏

は

「
一
例

し

か
発
見

し
な

い
」

と
述

べ
ら

れ
た
。

し

か

る

に
、

『
い
ろ

は
文
庫
』

に
は
、

次

に
列
挙
す

る

よ
う

に
、
他

に

も

い
く

つ
か

の
用
例

が
あ

っ
て
、

こ

の
資
料

を
看

過
す

る

こ
と

が
で
き

な

い
の
で

(
7

)

あ

る

。

お
ゐ
ら
ア

て
め

へ

a

ヤ
イ
く

、
吉

や
此
方

先

へ
行

く

ぜ
。

其

方

の
様

に
足

が
遅
く

つ
ち

や

ア
追

付

て
看

る
事

ア
不

出
来

ゼ
。

ア

レ
　

向

へ
行

く

さ
う

だ

ア
。

(三
編

一
六
回
、

一
一
五
ノ
八
)

ソ
リ

ャ
　

ま

た
前
路

の
方

へ
帰

る

さ
う

だ
ぞ
。
怪

我

を
す

る

ナ
、あ

ぶ

ね

へ
く

。

(同
右

、

一
一
五

ノ

一
○

)

「
ア

ハ

・

・

・

…

夢

中

に

な

つ
て

居

る

さ
う

だ
。
」
ト

い
は

れ

て
気

の
付
く
逸

助

が
、

(一一編

一
七
回
、

一
二
八
ノ
ニ
)

彼

二
文
字

屋

の
娘

お
軽

の
家

の
丁
稚

が

、
門

口
を
朝

早

く
掃
除

す

る

と
て
、
脇

差

の
落

て
あ

り
し

を
拾

ひ

、

「
ヲ
ヤ
く

脇

差
を
落

し

て

行

つ
た

人

が
あ

る

さ
う

だ
。

」

(
四
編

一
九
回

、

一
四
五
ノ
八
)

イ

ヤ
夫

は
左
様

と

、

モ
ウ
日

が
暮

ま
す

さ
う

な
。

秋

の
日

は
少

し

の

間
も

油
断

が
成

ま

せ
ぬ
。

(五
編
二
七
回
、
二
〇

一
ノ
三
)

ソ
ラ
　

最
う

勝
負

が

は
じ
ま

る

さ
う

だ
、

空
言

を

い

っ
て
居

ね

へ

で
、
宜
く

見
物

を
す

る

が

い
ひ
や

ア
。
(
=

編
六
一二
回
、四
五
三
ノ

一
二
)

切
合

が

は
じ
ま

り
ま

す

と
ネ

、
そ

の
中

に
内

の
寒

助
が
交

ッ
て
居
ま

し

て
、
自

分
も
何

処

研
ら

れ

た
さ
う

で
、

血

だ
ら
け

に
な

つ
て
居
な

が
ら

、

二

二
編
六
七
回
、
四
八
〇
ノ
四
)

ロ

コ
魏

紺

べ
そ

ん
な
声

を
し

て
万

一
聞

へ
る

と
宜

く

な

い
は

な
。

何

で

も
那

内
義

さ
ん

は
、

お

ぬ

し

に
余

程

気

が

あ

る

ら

し

い
ゼ
○

二

二

編
七
〇
回
、
五
○
○
ノ

一
〇
)

ま

ア
那
分

じ

や

ア
大

丈
夫
、

そ

ん
な
気

は

何
所

へ
か
な

く

な

つ
て
仕

舞

た

ら
し

い
。

二

三
編
七
八
回
、
五
五
七
ノ

一
一
)

お
腹
も

除
程
大

き

く
な

つ
て
、
乳

が
黒

く
な

り

ま
し

た
処

で
は
、
最

183う



う

大

か
た
五

月
ち

か
く

な

つ
て
居

る

ら
し
く

見
え

ま
す

が
、
貴

公
あ

ん
な
事

を
な

す

つ
て
、

何
様
為

や

う

と
思

し

召
し

ま
す

ヱ
。

二

四

編
八
三
回
、
五
九
五
ノ
四
)

実

は
臨
皿
谷

の
浪
人

で
、
其

内

に
大

星

と

い
ふ
人
も

交

ッ
て
居

る
ら

し

凶

が
、
名
を

変

へ
て
居

る
様

子

だ
肋

紡
分

り
か

ね
る

と
咄
し

て
聞

せ

た
人

が

ご
ざ

い
ま
す

か
ら

、
夫

が
実

正
な

ら
大
変

だ

が
、

二

五
編

九
〇
回
、
六
四
七
ノ
五
)

『
い
ろ

は
文
庫

』

に
お

け
る

、
サ

ウ
ダ

と
ラ

シ
イ

の
推
定

の
全

用
例

で

あ

る
が
、

す

べ
て
会
話

中

の
例

で
あ

る
。

一
二
編

で
は

一
編
中

に
サ
ウ

ダ

と
ラ

シ
イ

の
混

用

が
見

え
る

が
、

七
〇
回

を
境

に

し
て
、
前

後

に
そ

の
用

例

は
載
然

と
分

か
れ

て

い
て
興

味
深

い
。

『
い
ろ

は
文
庫
』

に
見

え

る
語

法

が
、

一

一
・

一
二
編

の
前

後

で
異

な

る
分
布

を
し

て

い
る
場
合

の
あ
る

こ
と
は
か

つ
て
指
摘

し

た

こ
と
が
あ

る
。

そ

の
刊
年

は
四

編

(天
保

一
二
)

以
降
不

明

で
、

一
八
編

(明
治
五
)
に
及

ぶ
が
、
こ
の
用
例

の
分

布

の
状
態

は
、
恐

ら
く

は
、
幕

末

か
ら

明
治

へ
か
け

て
の

口
頭
語

に
お
け

る
実
情

を

背

景

と
し

て

い
る
よ

う

に
思

わ
れ

る
。

二
世
春

水

(文
政
元
年
生
)
よ
り

後

に
生
ま

れ

て

い
る
仮

名

垣
魯

文

(文
政

一
二
年
生
〉
の
戯
作

で
は
、

『
滑

稽

冨

士

詣
』

(万
延
元
ー
文
久
元
)

『
西
洋

道

中
膝
栗

毛
』
萌

治
一二
i
九
、
総
生
寛
作

一

二
編
以
降
も
含
め
て
)

『
安

愚
楽

鍋
』

(明
治
四
=
五
〉
『
胡
瓜
遣

』

(
明
治
五
)

な
ど

で
、
活

用
語
接

続

の
ラ

シ
イ

の
例

は
皆

無

で
あ
る

か
ら

、

『
い
ろ

は

文
庫
』

の
用
例

は
そ

の
数

か
ら

も
貴

重

で
あ
る
。
幕

末

よ
り

明
治

に
か

け

て

の
口
頭

語

で
、
そ

の
用
法

が

徐
徐

に
醸
成

さ

れ

つ

つ
あ

っ
た
と
考

え

る

こ
と

が

で
き
よ
う
。

〔注

〕

ω

杉
本

つ
と
む

「西
鶴

の
文
体

と
語
法
」

(
『近
代

日
本
語

の
新

研
究
』

〔昭
和

四
二
〕
所

収
)
六
九
六

ペ
ー

ジ

②

湯
澤
幸

吉
郎

『徳

川
時
代
言

語

の
研
究
』

(昭
和

一
一
)
四
四
C

ペ
ー

ジ

③

杉
本

つ
と
む

『
日
本
語

歴
史
文
典
試
論
』

〔中

〕

(昭
和
四
五

)
二
九
五

べ

ー

ジ
、
三
〇
五
ー
一二
〇

六
ペ
ー
ジ

④

『古
事
記
伝
』
三
十

二
之

巻

(文
政
五
刊

)
、
筑
摩

版
全
集

第
十

一
巻
四
八

四

ペ
ー

ジ
.
佐

田
智

明
氏

の
御

教
示
に
よ
る
。
記

し
て
お
礼

申
し
上
け
る

、

⑤

筑
摩
版
全
集
第
三
巻

一
〇
ペ
ー

ジ

⑥

湯
澤
幸
吉
郎

『
江
戸
言
葉

の
研
究
』

(昭
和

二
九
)
五

=

一ペ
ー

ジ

ω

テ
キ

ス
ト

は
京
都
府

立
総

合
資
料
館
蔵

の
版
本

を
用

い
た
。

便
宜

の
た
め
有
朋

堂
文
庫

の
ペ
ー

ジ
数
と
行

数
を
付
記
し

た
。

⑧

拙
稿

「
『
ノ
デ
』

の
定
着
」

「静
岡
女

子
大
学
研
究
紀
要
」
四
号

(
昭
和
四
六

年
三
月

)
三
六
ぺ
「
ジ

二

明
治
前
期

明
治
前

期

の
資
料

で

は
、

ご
く

わ
ず

か

の
用
例

が
諸
書

に
散

見
す

る
だ

け

の
よ
う

で
あ

る
.
.
翻

明
治

編
年

史
・

に
よ

れ

ば
、俗

文
体

の
文

章

で
、

　
万

世
橋

の
南

の
樹
木

の
際

で

、
八

九
人

の
車
夫

が
寄

り
集

ま

つ
て
車

の
上

へ
銭

や
札

を
並

べ
、
何

か
的
中

も

の
を
し

て

ゐ
る
傍

に
、

柿
を

喰

ひ
な

が
ら

、
う

ろ
く

し

て
見
張

り

を
し

て
居

る
ら

し

い
者

も

見

え
ま
し

た
。

(明
治
八
年

一
一
月
九
日
、東
京
日
日
、
二
巻
四
三

一
ノ
四
ノ
三
二
)

　
此
節

大

坂

で
は
、
銅

貨

一
厘

銭

の
相

場

が

十

圓
に
付
八

十
銭

と
迄

騰

貴

し
故

、
是

迄
梯
底

の
処
尚

々
種

切

に
な
り

、
此
原

因

は
妊
商

等

の

仕

業

に
て
沖

縄

県

へ
輸

送

す

る

と

か

言

ふ
ら

し

。
(明
治

一
三
年
二
月

一
七
日
、
い
ろ
は
新
聞
、
四
巻

一
六
七
ノ
四
ノ
ニ
九
)
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の
、

口
語

文
体

と
文
語

風

文
体
と

の
両
様

の
例

が
見
え

る
。

新

聞
類

の
調

査

は
行

な

わ
な
か

っ
た
が
、

こ
ま

か
な

詮
索

を
す

れ
ば

か
な

り

の
用
例

が

期

待

さ
れ

よ
う

。

こ
こ
で

は
回

の
文
語
調

の
用
法

が
注
意

さ

れ
る
。

江
戸

期

に
お

い
て
も

、
推
定

の
サ

ウ
ダ

の
使

用

は
、
資

料

の
分
量

に
即

し

て
見

れ

ば
、
頻
度

の
上

で
は
あ
ま

り
多

く

は
な

い
。

春

水

の

『
春

色
梅

児

誉
美
』

(
天
保
三
ー
四
)
で
、

松

兵

へ
は
行
衛

し
れ

ず

、
段

々
久
八

が
難

義
す

る

そ

ふ
だ
。

(初
編

一
駒
、
五

一
ノ

一
=

そ

り
や

ア

い

・
が

た

い
そ

ふ
姻
る
。

出
前

で
も

沢
山

焼
そ
う

だ
。
(初

編
六
餉
、
八
七
「

一
三
)

ナ

ニ
モ
ウ
は
や

く

は
ね

ヘ
ヨ
。
み
ん

な

が
そ

ろ
　

出

か
け
る

そ
う

だ
。

(三
編

一
八
餉
、
=
へ
四
ノ
ニ
)

ヲ

ヤ

い
つ
そ
苦

労

を

さ
し

つ
た
そ
う

で
、お

や
せ
な

は

い
ま
し

た
は
。

(四
編
二
四
駒
、
二
三
四
ノ

一
C
>

の
四
例

く
ら

い
で
あ

る

し
、
滝

亭
鯉

丈

の

『
八

笑

人
』

(文
政
三
-
弘
化
四
)

で
も
、お
だ
る

さ
ん
早

く

行
ナ
、

坊

が
ど
う

か
し

た

そ
ふ
だ
。

二
編

」
、
.八

八
ノ
九

)

ヅ
ブ

生
木

だ

そ
う

で

姻
ツ
て

ば
か
り

居
る

は
。

(二
編
下
、
九
八
ノ

一
)

コ
ウ
　

だ
れ

か
見

て
居

た

そ

ふ
だ
。

(
二
編
下
、

一
〇
ニ
ノ
九
)

も

う

ノ気

口

か

ら

先

へ
産

ま

れ

た

そ

ふ

で
。

(三
編
上

、

一
六
九
ノ
三
)

赤
貝

な

ん
ぞ

に
や
克

き
く

さ
う

だ

ハ
ど
う

だ
。
(五
編
上
、
二
七
六
ノ
六
)

右

の
諸
例

が
見

え

る
く

ら

い
で
あ

る
。

『
い
ろ

は
文
庫
』

に
し

て
も
、

一

八
編
五

四

冊

の
作

品

で
あ

る
。

し
か
も

、

あ

の
金

貸

の
金

兵
衛

は

(中

略

)
今
ぢ

や
あ

か
な

り

の
金

満
家

、
酷

い
高
利

を
貸

す

さ
う

だ
が

、
因

業

と

い
ふ
渾
名

を
取

る

だ
け
、

め

つ

ぼ

ふ
出

世

し
た

そ
う

だ
。

(黙
阿
弥

『水
天
宮
利
生
深
川
』

〔明
治

一
八
〕

序
幕
、

一
三
五
ノ
下
ノ
ニ

一
)

の
よ
う

に
、
散

切
物

の
脚
本

で
、

伝
聞

と
同
居

し

て
用

い
ら
れ

た
り

、
ま

た
、
若

夷

さ
ん

と
や

ら

の
お
祝

ひ

で
濱

町

の
家

元
が

連
中
を

連

れ

て
来

ま

す

さ
う

だ
。

(同
右
、
二
幕
、

一
五
三
ノ
上
ノ

一
三
)

イ
ヤ
不

整
然

お
話

を
致

し

て
居
る

内

に
、
雨

が

や
ん

だ
さ
う

で
ご
ざ

い
ま
す
。

(岡
本
純

『
保
安
條
令
後
日
之
夢
』

〔明
治
一
=

〕
二
回
、

一
七
〇

ノ
下
ノ
三
)

の
よ
う

に
、

マ
ス
サ
ウ

ダ

・
サ
ウ

デ
ゴ

ザ

イ

マ
ス

の
敬

体

が
確
立

し

て

い

て
、
依

然
と

し

て
使

用
さ
れ

て

い
る

明
治

二
十
年

代
ま

で

の
環
境

で

は
、

客

観
的

な
事
態

の
推

測

に
か

か
わ

る

、
主

観
性

の
弱

い
ラ

シ
イ
が

、
し

ば

し

ば

口
頭
語

に

の
ぼ
る

ほ
ど
熟

成
し

て

い
な
か

っ
た

こ
と

は
当

然
考

え

ら

れ

る

こ
と

で
あ

る
。

二
方

、
文
語

法

で
は
、

終
止

形
接

続

の

「ら

し

」
は
最

も
初

等

の
段
階

で
教
授

さ
れ
も

し

(
例

え
ば
文

部
省

編

『
単
語

編
』

〔明
治
五
〕
の
活

用
表

の
ご
と
き

)
、

取
糸

の
け

ふ
の
さ

か
え
を

は
じ

め

に

て
ひ
き
出

す

ら
し
く

に

の
と

み

を
か

の
よ
う

に
、
万

葉
調

用
語

の
こ

と
さ

ら

の
使
用

が
な

く

て
も
、

国

学
者

流

の
賀
歌

で

は

「
ら

し
」

が
用

い
ら

れ

た
り
し

て

い
る
。

そ

の
語
性

と
使

用

の
頻
度

及

び
文
語

使

用
の
伝
統
的
背
景

に
関
連
し

て
、

既

に
指

摘

さ
れ

て

い
る
ラ

シ
イ

の
文
章

語
的

性
格

が
形
成

さ
れ

た
と
考

え

ら

れ
る
。
e

の
用
例

は
、
口
語

的

用
法

の
伸

長
を
支

え

と
し

て

の
文
語
的

用
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法
を

示
し

て

い
る
と

い
え
よ
う

。

こ
の
時

期

の
小

説

で

の
用
例
も

多
く

は
な

い
が
、

a

オ

・
其

曲
者

で
思

ひ
出
し

た
が
此

茶
店

の
婆

さ
ん

ハ
先

き

か
ら
外

し

て

ゐ
る
ら

し

い
が
東
京

者

だ
け

あ

つ
て

ぬ
か
り

ハ
な

い
が

モ

シ
先

生

屹
度

一
癖

あ
り

ま
す

ぜ

と

い
ふ
所

へ
、

(岡
本
起
泉

『
嶋
田

一
郎
梅
雨
日

記
』
〔明
治

一
二
〕

二
編
中
、
七
五
ノ
上
ノ
七

)

@

浩

爾

が
泰

然
驚

く
色

な
く
。

借

金

の
淵

に
日

を
暮

る
も
。
其

融

通

の

さ
す

が
に
も
。

尚

お

こ
な
は

る

・
故

な

る
ら

し
。

(坪
内
消
遙

.当
世

書
生
気
質
』

〔明
治

一
八
ー

一
九
〕
四
回
、
七
六
ノ
上
ノ

=
二
)

向

洲

の
堤
な

が
し

と
錐

も
。

山
媚

水

明
か

ね
そ
な

は
り
。

且
納

涼

に

便
利

よ
き

ハ
。

彼

の
水

神

の
八
百

松
な

る
ら
し
。

(同
右
、
八
回
、
九

五

ノ
上
ノ
三
)

の
両
様

の
例

が
あ

っ
て
対

応
し

、
や

が

て
二

十
年
代

の
知

識
人

の
文
章

に

定

着
し

て
ゆ

く
姿

を

見

せ
る
。

〔
注
〕
D

使
用
テ
キ
ス
ト
は
末
尾
に
あ
げ
た
。
四
三

一
ノ
四
ノ
三
二
は
四
三

一
ペ
ー
ジ
四

段
三
二
行
目
の
謂
で
あ
る
。

勿

『
日
本
教
科
書
大
系

近
代
編
四
巻
』
所
収
、
三
七
i
三
八
ペ
ー
ジ

訓

富
岡
製
糸
場
行
啓

の
皇
唇

塞

・
た
福
羽
美
静
の
慾

(明
治
六
年
七
月
二

十
六
日
、
東
京

日
日
、

『
明
治
編

年
史
』

二
巻
、
五
八

ノ
三

ノ
ニ
四

)

三

俗
語
文
法
書
で
の
と
り
あ

つ
か
い

こ
こ
で
、

明
治

の
俗
語

文
法
書

に
お
け

る
そ

の
記

述
を

な
が

め

て
み
た

い
。

ホ

フ

マ
ン
の
『
日
本

語

文
典
』
萌

治
元
、
三
沢
光
博
氏
訳
に
よ
る
)
で
は
、
派
生

形
容

詞

の
ラ

シ
イ

(
体
言

に
接

続
す

る

)
を
あ

げ

て
、
推

定

の
用
法

に
ふ

れ

て

い
な

い

二

六
九
=

一
七

一
ぺ
=
ジ
)
。

サ

ト
ゥ

の

『
会

話

編
』
(明
治
七
)

も

同
様

で
、

サ
ウ

ダ
を

、

と
説

明
し

て

い
る

が
、

ラ

シ
イ
を
あ

げ

な

い
。

サ
ト

ウ

・
石
橋
政

方

の

『
.

英

和
俗

語
辞

典
』

(明
治
九
)
で
は
、
　

に
つ

い
て
、

と
用
例

を

あ
げ

て
、
従

来

の
用
法

を

の

べ
る
。
二
版

(
明
治

一
二
)
も

同
じ

で

あ

る
。
こ
の
傾
向

は
下

っ
て
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
『
　

量

℃
彗

①
。。
Φ
』
(明
治
一
=

)
も

全

く
同
様

で
、
　

、

に
は

、

に
サ
ウ
を

あ

げ

て
ラ

シ
イ

に

ふ
れ

る

こ
と
が
な

い

(
一
八
三
「

一
八
四
ペ
ー
ジ
)
。

サ
ト

ウ

の
記

述

は
当

代

の
実

情

の

一
面

を

示
す

も

の
で
あ

ろ
う
。

終
止

形
接
続

の
ラ

シ
イ
を

あ
げ

る
早

い
俗

語

文
法

書

に
、
佐

藤
誠

実

『

語

学
指

南

』
(
版
権
免
許

明
治
九
、
明
治

一
二
刊

)
が
あ

る
。

そ

の

「
俗
言

活

用
図
」

(巻
四
、
四
ニ
オ
リ
四
三
オ
)
に
は
終
止

言

に
接
続

す

る
語

と
し

て
、

ラ

シ
イ

・
ベ
イ

・
マ
イ

・
ト

・
ナ

ア

・
ナ

を
あ
げ

て

い
る
。

し

か
し

、
ラ

シ
イ

に

つ

い
て
は
、

「
多

ク
東
京

ノ
言

ヲ
用
ヰ

」

た
俗
言

の
実
例

を
欠

き
、

ラ

シ

モ
現
在

ヲ
推

量

ス
ル
詞
ナ

リ
、
其

ノ
意

ラ

ン

ニ
似
テ
緩

シ
、
サ

ウ
ナ

ト
訳

ス
、
(
巻
四
、
二
六
オ
)

と
説

明
し

て

い
て
、

活
用

図

と
対
応

し
な

い
。

里
見
義

の

『
雅

俗
文
法

便

覧
』
(
明
治

一
〇
)
も

同
じ
C

、

「
需
常

勤
咀
σ
図

」

に
は

連
体

言

に
接
続

す

る

マ
イ

・
ダ

ロ
ウ

・
ラ

シ
イ
を
あ

げ

る
が
、
二

四
ー

一
五
丁
)
、
「
文

章
語

・
平
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常

語
対

照

」

の
例

に
、

文
章

平
常

ア

ア

ラ

シ

カ

ナ

タ

ラ

有
ラ
ン

有
ラ
メ

有
為

哉

而
有
ン

ダ

ラ
ウ

タ
ラ

ウ

サ

ウ
ナ

コ
ト

ヨ

シ

タ

ラ

ン

ナ

ア

シ

タ

ン

ダ

ラ

ウ

と
図
示

し

て

い
て
(
一
七
ウ
=

一
九
オ
)
、
「
ら

し
」
に

は
サ

ウ
ナ

が
配
置

さ

れ

て

い
る
。

こ
れ
ら
も

、

文
語

に
よ

る
理
解

と

口
頭

語

に

お
け

る
実

情

と

の

相
違

を

示
す

も

の
で
あ

ろ
う

。

以
後

、
ラ

シ

イ
を
文

語

の

「
ら

し
」

の
近

体

と
し

て
弾

落

合
・
直

文

・
小
中

村
義

象

.
讐

日
本

文

典

』
(
明
治
三

、

落
合
直
文

『
日
本
大
文
典
』

〔
明
治
三
〇
〕
も
ほ
ぼ
同
文
)
、
山

田
美
妙

『
日
本

大

辞
書

』

(
明
治

二
五

)が
あ

る

一
方

、
文

語

口
語

の
対
訳

で
「
ら
し
」
に
サ

ウ

ナ
を
あ

て

る
、
拝

郷
蓮

菌

『
ち
ま

た

の
石

ふ
み
』

(明
治

一
二
)
、
鈴
木

弘
恭

「
百
人

一
首

一
口
話

」

(女
学
雑
誌

一
○

一
号
、明
治
二

一
年
三
月
)
な

ど
が
あ

っ

て
同
じ
系

列

を
な

し
、

こ

の
時

期

に
活
用
語

接

続

の
ラ

シ
イ
を

実
例
を

あ

げ

て
説

い
た
も

の
は
な

い
よ
う

で
あ

る
。
高

津
鍬

三
郎

『
日
本

中

文
典
』
萌

治
二
四
、明
治

二
六
訂

正
六
版

に
よ

っ
た

)の
ご

と
き

は

、
「
花
も

さ
か

ん

・花

も

さ
く

ら

ん

・
花
も

さ
く

ら
し

・
花

も
さ

き
な

ん
」

を

一
括

し

て
、

「
花

モ
咲
ク

ダ

ロ
ウ
」

と
説

い
た
り

し

て

い
る

の
で
あ
る

(六
六
ペ
ー
ジ
)
。

明
治

三
十

年
代

に
陸
続

と
刊
行

さ

れ
た
俗

語

文
典

に
な

る
と
、

松

下
大

三
郎

『
日
本

俗

語

文
典
』
(明
治
一二
四
)
一
五
五
ー

一
五
八
ぺ
;
ジ

い
し

か
わ
く
ら

じ

『
は
な

し

こ
と
ば

の
き

そ
く
』

萌

治
一二
四
)

八
九
、

九
三
ー
九
四
ペ
ー
ジ

石

川
倉

次

校
閲

同
文
館

編
輯

部
『

口
語

文
典
』
(
明
治
一二
四
)
三
九
、

五
六
ペ
ー
ジ

金
井

保
三

『
日
本

俗
語

文
典

』

(明
治
一二
四
)
二

一
ペ
ー
ジ

国
語
科

教
授
用

小

林

稲

葉

『

日

本

俗

語

文

典

』

萌

治
三
五

)
五

一
、
五

九
ペ
ー

ジ

吉

岡

郷

甫

『
日

本

口

語

法

』
(
明
治

三
九

)
一

一
一
ー

=

三

ぺ
ー

ジ

小

林

左

文

二

『
日

本

語

法

提

要

』

(明
治
四
〇

)
五
四
ー

五
五
ペ
ー

ジ

教

科

書

を

含

む

右

の

諸

書

は

す

べ

て

、

活

用

語

接

続

の

ラ

シ

イ

の

用

法

に

そ

の
項

目

を

あ

て

て

い

る
。

こ

れ

は

、

次

節

に

述

べ
る

よ

う

に

、

明

治

二

十

年

代

後

半

に

お

け

る

そ

の
定

着

の

状

態

を

ふ

ま

え

た

も

の

と

見

ら

れ

、

俗

語

文

法

書

に

お

け

る

記

述

の

変

化

が

、

こ

の

語

の

用

法

の
伸

長

を

如

実

に

示

し

て

い

る
。

〔
注
〕

①

永

野
賢

「文
章

の
原
理
」

(
9
)

「月
刊
文
法
」

(昭
和

四
五
年
三
月

)
に
は
、

『雅

俗
文
法
』

(明
治

一
〇

)
の

「平
常

語
の
図
」
が

の
せ
て
あ

り
、

『
同
便
覧
』

と
同
様

で
あ

る
が

(
一
三

〇
=

=
二
二
ペ
ー

ジ
)、『
雅
俗
文
法

』

の
「
文
章

語

・
平

常
語
対
照
」

に

つ
い
て
は
未
見
。

新編

四

明
治
後
期

明
治

二
十
年
代

に
入

る

と
、
活

用
語

接
続

の
ラ

シ
イ

の
用
法

は
、
か

な

り

の
実

例
を

小
説
類

に
見
出
す

こ
と

が

で
き

る
よ

う

に
な

る
。

こ
れ
を

、

一

二
二
年

を
中

心

と
し

た
言

文

一
致
体

小
説

に

お
け

る
状
態

口

二

六
年

こ
ろ
ま

で

の
文
語
調

文

体

の
小
説

に

お
け
る

状
態

口

二
八

年
以
降

の
状
態

の
三
項

に
わ

け

て
示
す

と
次

の
よ
う

に
な

る
。
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〔表

1

〕

著

者

二

葉

亭

四

迷

山

田

美

妙

矢
崎

嵯
峨
の
舎

麻

漢

居

士

(喜
多
川
金
吾
)

須

藤

南

翠

作

品

浮

雲

武

蔵

野

胡

蝶

初

恋

野
末
の
菊

真

才

子

緑

簑

談

刊
年

'ら
し

く

(
連

用

形

)

ら
し

い

(終
止

形

)

ら
し

い

(
連
体

形

)

計

テ
キ
ス
ト

〔注
〕

(
)
内

の
数
字

は
、
会
話
文
、
心
中
語

の
例

数
で

あ

る
。

(
以
下

の
表
も
同
じ

)

テ
キ

ス
ト
①
筑

摩
版
明
治
文
学
全
集
所
収

②

講
談
社
版
日
本
現
代
文
学
全
集
所

収

③
筑
摩

版
現
代
日
本
文
学
全
集
所
収

④
改
造

社
版
現
代
日
本
文
学
全
集
所

収

そ

の
他
は
末
尾

に
あ
げ

る
。
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『
緑
簑

談
』

は

、
書

生
あ

い
て

の
会
話

文

に
あ

る
も

の
な

の
で
付

記

し

た
○

四

迷

の

『
あ

ひ

ゾ
き
』
『
め
ぐ

り
あ

ひ
』
(明
治
二

一
)、
鴎

外

の

『
緑
葉

歎
』

『
玉

を
懐

い
て
罪

あ

り
』

『
新
浦

島
』

(
明
治

二

一
)
、
巌

谷
小

波

の

『
五

月
鯉
』

(
明
治
二

一
)
な

ど
に

は
例

が
な

い
。

〔表

Ⅱ

〕

の
事

例
を

も
あ



わ

せ
て
、

こ
の
時

期

に
よ
う

や
く

文
章

語

に
登
場
す

る

こ
と
が
わ

か
る
。

『
浮
雲

』

の
心
中

語

の
例

は
、

そ
れ

は
勿
論

彼
娘

だ

ッ
て

口

へ
出

し

て

こ
そ
言

は
な

い
が
何

ん

で
も

来

年

の
春
を
楽

し

み

に
し

て
ゐ

る
ら
し

い
か
ら
、

今
唐
突

に
免

職

に

な

ッ
た
と
聞

い
た
ら
定

め

て
落
謄
す

る
だ
ら
う

。

二

編
四
回
、
一
一二

九
ノ
上
ノ
四
)

と
あ

る
も

の

で
、

口
頭

語

に
お
け

る

こ

の
用
法

の
伸
長

を
う

か
が

わ

せ
る

が
、
小

説
な

ど

で
は
殆

ど
あ

ら
わ

れ
な

い
。

こ
れ

は
、

マ
ス
ラ

シ
イ

・
ラ

シ
イ

デ

ス
の
敬
体

が

い
ま

だ
形
成

さ

れ

て

い
な
か

っ
た
か
ら

で
も
あ

ろ
う

。

而

も
思

へ
ば
夢

の
田
舎

は
神
奈

川
…
…

栗

殻
に
故

里
と

い
ふ
…

…
神

奈

川

ら
し

い
で
す
○

(山
田
美
妙

『
さ
す
が
に
讐
紙
』

〔女
学
雑
誌

一
三
二

号
、
明
治
一
=

年

一
〇
月
〕
八
篇
、
二
〇
ノ
下
ノ
七
)

是
は

此
人

の
癖

ら
し

い
で
す

。
(御
室
『婿
え
ら
び
』
一
回
、
五
三
五
ノ
下
ノ

一
七
)

は

珍

ら
し

い
例

で
、

デ

ス
体

に
お
け

る
作

為
的

用
法

で
あ

ろ
う
。

円
朝

の
落

語

に
全

く
事
例

が
見

え

な

い
こ
と
も
参

考

に
な

観
。

言

文

一
致

体

の
作

品

で
も
、
敬

体

が
あ

ら

わ
れ

る

の
は
、

落

ち
る
勢

力

が
緩

ん

で
、

水

に
も

ヒ
ド

ク
当

ら
な

ん

だ
ら
し

か
つ

た

で
し

た
。

(桜
井
鴎
村

『初
航
海
』

〔明
治
三
二
〕
二
五
三
ノ
上
ノ
七
)

ブ

ラ

ン
デ
ー

の
樽

ら
し

か

っ
た

で
し
た
。

(同
右
、
二
五
五
ノ
下
ノ
ニ
六
)

パ

ン
ド

ラ
号

の
厭

が
る

軍
艦

ら
し

か

つ
た

で
し

た
。

(同
右

、
二
六
〇

ノ
下
ノ

一
五
)

ど
う

し
て
も
飲
料
水
に
関
し

た
こ
と

ら
し

か

つ
た

で
し
た
。

(同
右
、
二

九

一
ノ
下
ノ

一
五
)

然

し
、
幾

分

か
私

に
は
適
当

し

て
居

る
ら

し

い
で
す

よ
。

(永
井
荷

風

『野
心
』

〔
明
治
三
四
〕
四
三
七
ノ
一
五
)

の
よ
う

に
、

三
十
年

代

に
入

っ
て

か
ら

の
よ
う

で
あ

る
。

『
緑
簑

談

』
の
、

妾

の
見

ま
し

た
処

で
も
、

日

耳
曼

の
中

に

ハ
大

略
貧

賎

の
人

で
あ

り

ま

し
た

ら
し

い
の

ハ
、
能

く

元

の
家

だ
と

い

つ
て

庭

に
保
存
し

て
あ

る

の
を

見

か
け
ま
す

も

の
を
。

(前
編

一
回
、
二
五
九
ノ
下
ノ
九
)

も

演
説

調

の
会
話

中

に
あ
り

、

口
頭

語

の
例

と
す

る

の
は
躊

躇

さ
れ

る
。
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〔表

H

〕

著

者

坪

内

迫

遙

尾

崎

紅

葉

作

品

細

君

壷

圓

紙

幣

の

履

歴

ぱ

な

し

南

無

阿
弥
陀
仏

刊
年

・うり
し

く

'
b

し

・
つ

ら

し

い

(
終
止

形

)

ら
し

い

(
連
体

形

)

ら
し

け

れ

(
已

然
形

)

計

テ

キ
ス
ト



幸

田

露

伴

饗

庭

篁

村

斎

藤

緑

雨

〔注

〕

此

ぬ

し

伽

羅

枕

土畏

・冗

ぢ

士1

二

人

女

房

紫風

流

佛

毒

朱

唇

七

変

化

辻

浄

瑠

璃

寝

耳

鉄

砲

い

さ

な

と

り

艶

魔

伝

五

重

塔

書

生

商

人

風

流

微

塵

蔵

権

妻

の

果

唯

我

鶉

網

か

く

れ

ん

ぼ

百

鬼

行

柴

小

舟

(
し

)
は
ラ

シ
、

(
キ

)

は
ラ

シ
キ

の
数

で
あ

る
。

テ
キ

ス
ト
⑤
春

陽

堂
版

明
治

大
正

文
学

全
集

所
収

紅

葉
全
集

(博
文
館
版
、

明
治
四
二
年
九
版
に
よ

っ
た
。
初
出
の
本
文
と
異
な
る
が
異
同
を
検
し
て
い
な
い
。
)
露

伴

全

集

(岩
波
版
、
昭
和
五
年
版
)
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〔
表

Ⅱ
〕

に
よ
る

と
、
ω

使

用
者

が
交
替

の
時

期

に
あ

る

こ
と
、
e

新

し

い
用
法

が
文
語

調

文
体

で
生

ま
れ

て

い
る

こ
と
、
ハ

二

四
ー

二
六
年

こ

ろ

に
用
法

が
定
着

し

つ
つ
あ

っ
た

こ
と
な

ど

の
事

実

が
わ

か
る
。

ω

に

つ
い
て
は
、
篁

村

(
安

政
二
年

生

)
露
伴

・
緑

雨

(
と
も
に
慶
応
三

年
生
)
が
比

較
さ

れ
る
。
言
文

一
致

も

試

み
(
『
駆
落

の
駆
落
』
三

回
な

ど

)
、

戯

作
調

が

勝

っ
た
篁

村

の
文

章

に
却

っ
て
用
例

が
見

え
転

睡
の
は
、
や

は

り
年
齢

の
差

で
あ

ろ
う
。

緑

雨

で
は

、
言
文

一
致

体

の

『
油

地
獄
』

(
明

治
二
四
)
に
例

が
な
く

、

謂

は

.・
苦

味

走

つ
た

る
男
振
相

応

に
泣

か

せ
や
す

と
も

云

た

い
ら

しく

、

(『
鶉
網
』
二

)
、
三
七
ノ
下
ノ

一
四
)

ア

ハ

・
お
説

は

い

つ
も
美
事

だ
が
実

際

へ
行
く

と
大

い
に
岨

語
す

る

奴

サ
あ

ん
ま

り

お
遺

ひ
な

さ
る

方

で
も
な

い
さ
う

だ
。

(
同
右
、
三
八

ノ
下
ノ
三
)

の
よ
う

に
、
地

の
文

と
会
話

文

で
両
様

の
用
例

が
あ

ら
わ

れ
た

り
す

る
。

露

伴

の
文
章

に
用
例

が
多

い
の
は
、
作

品

の
分
量

に
も

よ

る
が
、

篁
村

に

く
ら

べ
る

と
や

は
り
そ

の
使

用

に
抵
抗

が
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

を
思

わ

せ
る
。
e

に

つ
い
て
は
、

形

容
詞
接

続

の
ラ

シ
イ

の
例

が
あ

ら
わ

れ

る

こ

〔
表

Ⅲ
〕

と
、
ラ

シ
ケ

レ
の
已
然

形

の
使

用

が
見

え

る

こ
と

が
あ
げ

ら

れ

る
。

そ

ん
な
者

は

玉
屋

の
符

牒
を

洒
落

本

で
読

む
様

に
心
得

た

が
良

い
ら

し

い
事

(
『毒
朱
唇
』
全
集

一
、
二
〇
〇
ノ

一
)

多

分
彼

家

を
顧
客

に
持

つ
て
居

る

に
は
間

違

い
無

い
ら
し

い
が
、
(

『風
流
微
塵
蔵
』
ひ
と
り
寝

(其
三
)
、
全
集
二
、

一
九

一
ノ
ニ
〉

又
亀

井
様

も

そ
れ
を

知

て

は
居
る

ら
し

け
れ

ど

(
『七
変
化
』
二

)、
全

集

一
、
三
○
三
ノ
三
)

右

の
ご

と
く

で
あ

る
。

「
ら
し

」

「
ら

し
き

」

の
使

用

も
見

え
、

ラ

シ
ケ

レ
は
文
語

よ
り

で

た
用
法

で
あ

ろ
う

。

ハ

に

つ

い
て
は
、

表
示

に
よ

っ
て
も
う

か

が
え

る
が

、
紅
葉

の
場
合

が

そ

れ
を
よ

く
示
す

。
文
語

調

文
体

で
ま

れ

に

し

か

用

い
て

い
な

い
彼

が
、

言
文

一
致

を
試

み

た

『
二

人
女

房
』

で

か
な

り

の
使

用
を

見

せ
て

い
る

か

ら

で
あ

る
。

口
頭
語
的

性
格

の
う

ち

に
生

れ
た

こ

の
語

の
用
法

が
、

俗
流

の
文
語

体

文

章
語

に
も

用

い
ら

れ
、
文

語

と

の
か

か
わ
り

の
中

で
、

や
が

て
は

口
語

体

文
章

に
定

着
し

て
ゆ
く
状

態

が
、

明
治

十
年
代

か

ら

こ

の
時

期
ま

で

の

資

料

に
よ

っ
て
知

ら
れ

る

の
で
あ

る
。

著

者

人 後 川 三

見 藤 上 宅

太 宙 眉 花

郎 外 山 圃

作

品

萩

桔

梗

大

さ

か
づ
き

あ
り
の
す
さ
び

明

治

の
天
下

刊
年

・b

し

く

・ら

し

・つ

ら

し

か

っ

ら
し

い

(終

止
形

)

ら
し

い

(連

体
形

)

計

一ア
キ

ス
ト
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永 桜 広 金 江

井 井 津 子 見

荷 鴎 柳 春 水

風 村 浪 夢 蔭

 

勝

海

舟

女

房

殺

し

清

水

越

今

戸

心

中

河

内

屋

初

航

海

三

重

裡

薄

衣

夕

せ

み

を

さ

め
髪

う

ら

庭

闇

の

夜

花

ち

る
夜

四

畳

半

新
梅
ご
よ
み

い
ち
ご
の
実

野

心

氷

川

清

話

一192一

 

〔注

〕
テ
キ

ス
ト
、
荷
風
全
集

(岩

波
書

店
版
第

一
巻

)
所
収



〔
表

Ⅲ
〕

に
は

、明
治

文

学
全
集

(筑
摩
版
)に
収

め
る

二
八

・
二
九

年

の

諸

作
家

の
文
章

、
鴎

村

の
少
年

文
学

、
荷

風

の
初
期

の
小

説
を

比
較

し

て

み
た
。
こ
の
表

の
中

に

は
、
文

語
体

文
章

も

か
な
り

あ

る
が

、
言
文

一
致
体

の

普

及

に
伴
な

い
、
ラ

シ
カ

ッ

(
タ

)
、

デ

ス
を

後
続

さ

せ
る

(前
出

一
八
九

ペ
ー
ジ
)
口
語
形

が
見

え
る

よ
う

に
な

り

、
ラ
シ
ケ
レ
の
文
語

形
が
全
く
用

い

ら

れ
な
く

な

る
状
態

が
見

て
取

れ

る
。

二
八

年

か
ら

三

十
年
代

の
前
半

へ
か

け

て
の
伸
長

が
著

し

い
。

『
女

子

参

政
盤

中
棲
』

(明
治
二
〇
)
や

『
残
菊

』

萌

治
二
二
、
言
文

一
致
体
)
な
ど

で

用
例

が
見

え
な

い
柳

浪

の
場
合

な

ど

こ
と

に
は

つ
き
り
し

て

い
る
。

文
語

体

の

で『
変
目
伝
』
(
明
治
二
八
)
に
例

が
な

い
の
は
紅

葉

の
前

期

の
作

品
に
準

じ

て
考

え

ら
れ
よ
う
。

鴎
村

で
は
、

女
学
雑

誌

に
掲

載
し

た

二
十
年
代

の

文

章
な

ど

で
あ

ま

り
例

が
見
え

な

い
の
も
参

考

に

な
る
。

而

も
此

三
人

の
方
よ

り

も
槌

に
直
助

タ

カ
子

を
認

め
た
ら

し
く

、
三

人

共
ハ
に
恥
か

し
そ
う

に
直

に
顔

を
背

け

た
ら

し

い
。

(『明
治
の
天
下
』

一
九
回
、
二
三
〇
ノ
下
ノ
ニ
四
)

然

し
ま

だ
其

胸

の
轟

き

を
静

め
得

ぬ
ら
し

く

、
凝

と
眼
を

開

い
て
居

る

の
で
あ

る
。
(中
略
)而
も
其

の
怖

し

き
夢

の
有

様

が
今

は
開

い
た
眼

の
中

に
も
映
出

さ
れ

る

や
う

に
な

つ
た
ら

し

い
。

(中
略
)
彼

は
少
時

し

て
、
全

く
沈

着
く

事

を
得

た
ら
し

く

、
躰

て
厨

へ
行

っ
て

か
ら
、

(中
略
)如

何
も
幻

影

や
何

か

で
は
な

い
と
思
返
す

ら

し
く

、再

び
呼

吸

を

凝
ら

し

て
闇

の
中

に
停

ん
だ
。
(
『野
心
』
四
九
三
ノ
一
五
～
四
九
四
ノ
九
)

右

の
よ
う

に
、
隣
接

し

て
使

用
さ

れ
る

よ
う

に
も
な

っ
て

い
る
。

荷

風

の

『
野
心
』

は
四
○

○
字
詰

め

用
紙

一
四

○
枚
程
度

の
作

品

で
あ

る

か
ら
、

吉

田
金
彦

氏

の
調
査

に
よ
る

『破

戒

』

な
ど
よ

り

は
る

か

に
多

用
さ

れ
、

そ

の
使

用

の
顕

著
な

作
家

と

い
わ

れ

る

漱
石

や
川
端

康
成

な

ど
に

お

と
ら

な

い
。
明
治

三
十

年
代

の
前
半

に
至

っ
て
、

活

用
語
接

続

の
ラ

シ
イ

の
用
法

は
、

文
章

語

と
し

て

は
十

分

な
定

着
を

見
、

感
情

を
加

え
ず

に
、
対
象

か

ら
離

れ

て
描
写

す

る

ス
タ
イ

ル
が
確

立

し

て

い
た
。

た

だ
、
会
話

文

に
お
け

る

そ

の
頻

度

は
低

い
が
、
漸

増

の
傾
向

に

は
あ

る
。

『
も
し

や
草

紙
』

(明
治
二

一
)
な

ど

の
小
説

で
は
例

を
見

な

い
福

地

桜
痴

(天
保

一
二
年
生
)
で
も

、

『
大
策

士

』

(明
治
三
○
)
に
な

る
と

、

仔
細

は
知

ら
ず

、
其

落

付
振

は
、
一
方

の
領

袖

た
る

政
治

家

の
価

直

は

あ

る
ら
し

く
見

受

ら
れ

た

り
。

(
四
、
九
六
ノ
下
ノ
ニ
ニ
)

其

次

に
炭

鉱
を

煽

り
立

つ
た
時

も

、
彼

奴
は

連
中

の
仲

間

だ

ッ
た

ら

し

い
ネ
。

二

、
九
四
ノ
下
ノ

=

の
よ
う

に
、

文
語
体

文
章

と
共

に
、

口
頭

語
描

写

に
も

使
用

し

た
り
し

て

い
る
。

「
そ

の
語
調

、

口
吻

ま

で
伝
え

る
」

と

い
わ

れ
た
新
聞

談
話

集

の

『
氷
川
清

話
』

(続
、
続
々
編
も
含
め
る
)
な

ど
も
参

考

に
な

ろ
う
。

〔
注
〕

①

活

用
語
接
続

の
ラ
シ
イ
デ

ス
は
例
を
見
出
し

て

い
な

い
。

②

落
語
速
記

の
例
を
付
記
す

る
。

併
し
明

日
屹
度
来

な

い
と
肯

な

い
ヨ
…
…
何
だ

か
来
な

い
ら
し

い
子
。

(三
遊
亭

円
遊

『転
宅
』
『花

が
た
み
』
三
号

〔明
治
二
二
年

一
一
月
〕所

収
、
二
〇

ノ

=
二
)

③

調
査
し

た
篁

村

の
作

品
は
、
『当
世
商

人
気

質
』

(明
治

一
九

)
、

『
む
ら
竹
』

四

・八

・
九

.
一
〇
.
=

.
一
二
二

四

・
一
六

・
一
八

(明
治

二
二
～
二
四

)
所
収

の
小

説
二
九
編

で
あ
る
。

④

吉

田
金
彦

『現
代
語
助
動
詞

の
史
的
研
究
』
(昭
和
四
六
)三
二
三
⊥

二
二
四
ぺ
ー
ジ
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五

上
接
語
の
性
格

『
い
ろ

は
文
庫

』
よ

り
明
治

三
十

年
代

に
至

る
活

用
語
接

続

の
ラ

シ
イ

の
用
例
を

、

そ

の
上

接
語

に

つ
い
て
整
理

し

て
示
す

と

〔
表

Ⅳ
〕

の
よ
う

に
な
る
。

〔
表

W
〕

明
治

19
ま

で

表

1

・
H

表

III

荷

風

計

タ

(時

)

タ

ル

(
文
語

)

テ
ヰ

ル

・
テ

ル

テ
ア

ル

デ
ア

ル

・
ニ
テ
ア

ル

イ ス ア ナ
フ ル ル ル

(指

定

)

(存

在

)

(為

)

(
云

)

普
通

動

詞

ナ

イ

(無

)

ヨ
イ

(良

)

ヌ

(打

消

・
文
語

)

ザ

ル

(
同
右

)

ナ

イ

(
打
消

)

タ

イ

(希

望

)

シ

(時

・
文
語

)

計

表
1

・
H

・
表

m
の
欄

に
は
当
該
年

代

の
カ
=
ド

の
総
計
を
記
し

た
。
若

松
し

つ
子

・
田
沢
稲
舟

な
ど
上
述
し

な

い
も

の
も
含

む
た
め
、
数
字

は

一

致
し
な

い
。
作
品
名

は
省
略
す

る
。

表
m
よ
り
荷
風
を
除

い
て
別
に
記
し

た
。

普
通
動
詞
と

は
、
当

ル

・
歌

ウ

・
思

返

ス

・
思
ウ

・
気

ニ
カ
カ
ル

・
記

ス

・
配

ル

・
来

ル

・
呉

ル

ル

・
心
配

ス

ル

・
住

ム

・
続
ク

・
慰

メ

ル

・
惚

レ

ル

・
行
ク
の

一
五
語
各

一
例
で
あ
る
。
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右

の
表

に
よ

れ
ば

、
時

の

助

動

詞

タ

・
タ

ル

に
続

く

形

が
全
体

の
四

割
を
占

め
、
存
続

態

・
存
在

態

(
テ

イ

ル
ー

ア

ル
)
を
加

え

る
と
そ

の
八

割

に
及

ぶ
。

こ
れ
に

よ
る

と
、

ラ

シ
イ

は
、
客

観
的

に
存
続

し

て

い
た
事

態
や

、
存
続

し

て

い
る
事
態

に

つ
い
て

の
推

測

を
す

る
そ

の
用
法

を

、
発

生

の
当

初

か
ら
上

接
語

に
端
的

に
示

し

て

い
る
。

形
容

詞

の
ナ
イ

や

、
打
消

の
助

動

詞

の
ヌ

・
ザ

ル

・
ナ

イ

に
接

続
す

る

用
法

も
、
静

態
的

な
状

態
表

現

に
か

か
わ

る

こ
と

か
ら
発

生
し

た

の
で
あ

ろ
う
。

そ

の
た

め
に

、
ア

リ

の
場
合

に
、

小

萬

の
言
葉

は
吉

里

に
も
善

吉

に
も
意

味
あ

る

ら
し

く

聞

え
た
。
(
『

合ユ
戸
心
中
』

(九
)
二

一
ノ
下
ノ
ニ
四
)

お
弓

は
意
味

あ

る
ら

し
く
重

吉

を
見

た
。

(
『河
内
屋
』

(八
)九
四
ノ
上

ノ

一
五
)

右

の
よ
う

に
、
属

性

や
状
態

を

示
す

用
法

も

生
じ

て
、

体
言

接
続

の
ラ

シ

イ

(接

尾
語

)
に
類

似

し

て
く

る
。

し

た
が

っ
て
、

前
述

し

た
推
定

の
サ
ウ

ダ
が
多

く
動

詞

に
直
接

に
接

続

す

る

の

に
対

し

て
、普
通
動
詞

に
直
接
接
続
す

る
ラ

シ
イ

の
形
は
、
本

来

の

口

頭
語

の
用
法

と
し

て
出

て
き

た
も

の
と
は
考

え
ら
れ

な

い
。
新

聞

語

に
見

た

「云

ふ
ら

し
」

の
例

を

は
じ

め
と
し

て
、

そ

の
多

く

が

、
紅
葉

・
篁

村

・
露
伴

な

ど

の
文

語
調

文
体

に
用

い
ら

れ

て

い
る

(当
ル

・
云
ウ

・
2

・
歌

ウ

・
思
ウ

・
気

ニ
カ
カ
ル

・
来
ル

・
呉

ル
ル
・
心
配
ス
ル

・
ス
ル
3

・
惚

レ
ル
・
一
〇

語

=
二
例
)
事
実

よ
り

も
、

一
方

で

は

口
頭

語

で
の
用
法

の
発
達

を
支

え
と

し
、
文

語

へ
の
類
推

で
、
文

章
語

に

お

い
て
生
じ

た
も

の
と
考

え

ら
れ

る

の

で
あ

る
。

サ

ウ
ダ

に
比
し

て
更

に
使

用
頻
度

が
低
く

な

る

こ
と

も
、

活

用
語
接
続

の
ラ

シ
イ

の
用
法

の
発
達

を

遅
ら

せ
る

こ
と

に

な

っ
た

で
あ

ろ

う
。

二
十
年

代
ま

で

の
俗
語

文
法
書

で
実

例

を
あ

げ
な

い
の
も

そ

の
た
め

で
あ

ろ
う

し

、
宣

長

の
「
時

雨

が
降

ら

し
き

」

の
俗

言
性

が
疑

わ
れ
る

所

以
で
も

あ

る
。

し

か
し
、

三

十
年
代

に

入
る

と
、
普

通

動
詞

接
続

の
形
も

漸
増

の
傾

向

に
あ

り
、

所

が
段

々
様

子
を

聞

い
て
見

る

と
、

ど
う

も
西

郷
を
刺

し

に
行

く
ら

し

い
。

(
『続
々
氷
川
清
話
』
二

一
七
ノ

一
二
)

こ

の
日
和

は
、
数

週
間

続
く

ら

し

い
が
、
(
『
初
航
海
』
二
六
回
、
三
○
六

ノ
下
ノ

一
八
)

の
よ
う

に
、

あ

り
得

る
事
態

の
予

測

を
す

る
用
法

も

あ

ら
わ
れ

て
く

る
。

そ

の
急

速
な

伸
長

は
現

代
語
法

形

成

過
程

で

の

一
つ

の
特
徴

と

し

て
あ

げ

る

こ
と
が

で
き
よ
う

。

む
す
び

近
代

文
章

語

や
現
代

語
法

の
形

成

に

つ

い
て

は
、

明
治

に
お

け
る
俗

流

文

語
調

文
体

と

口
頭
語

と

の
干

渉

の
事

情

が
記
述

的

に
明

ら
か

に
さ

れ
る

必

要

が
あ
る
。

ラ
シ
イ

の
用
法

の
ご

と
き

は
そ

の
典
型

の

一
つ
で
あ

る
。

以

上

略

説

し

て

き

た

、
幕

末

よ

り

明

治

三
十
年

代

に
至

る
そ

の
史
的

経

過

は
、

不
十

分
な

資
料

の
単
純

な
統

計

的
表

示

に
す
ぎ

な

い
の
で
あ

る
が
、

特
色

あ

る
定
着

の
状

態

は

お
お

む
ね
概

観

で
き

た
よ
う

に
思

う
。

ー

一
九

七

一

・
七

・

一
五

ー

〔
テ
キ

ス
ト
〕

春
色
梅
児
誉
美
(日
本
古
典
文
学
大
系
六
四
)八
笑
人

(岩
波
文
庫
)
水
天
宮
利
生
深

雄
(筑
摩
版
明
治
文
学
全
集
九
)保
安
條
令
後
日
之
夢

(
明
治
文
化
全
集
二

一
)
嶋
田

一
郎
梅
雨
日
記

(明
治
文
学
全
集
二
)
当
世
書
生
気
質
(
明
治
文
学
全
集

一
六
)真
才
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子

(女
学
雑

誌

一
六
六
号

)
婿

え
ら
び

(改
造
社
版
現
代

日
本

文
学
全
集

一
〇

)
権

妻

の
果

(む
ら
竹

一
〇
巻
、
明
治
二
二
年

一
〇
月
八

二
ペ
ー
ジ
)
氷
雄
清
話

(吉
本

裏
編

『幕
末
維
新
史
料

叢
書

二
』

〉
大
策
士

(
明
治
文
学
全
集

=

)

〔補
注
〕

雄

新
聞
語

の
用
例

を
付
記
す
る
。

今

日
に
至

り
て
は
数
年

の
迷
霧
漸
く
晴

れ
、
朝

廷
の
有
難

い
と
云

ふ
こ
と
に
気

の

付

い
た
ら
し

い
者

を
往

々
見
掛
る
と
、
是
七
月
十
九

日
頃

の
景
況
な
り

と
該
地
よ

り
の
報
知
。
(『
明
治
編
年
史
』
三
巻

、二
六
ニ
ノ
四
ノ
三
、
明
治
十
年
八
月

一
日
、

東
京

日
日
)

②

改
稿

『奇

遇
』

(明
二
九

)
に
は
、
タ
ラ
シ
イ

(1

)
ヰ

ル
ラ
シ
イ

(
2
)
の

用
例

が
あ

っ
て
、
そ

の
推
移
を
反
映

し
て

い
る
.、

3D

ト
ル
ス
ト
イ
作
不
知
庵
主
入
訳

『凄
涙

』

(
『国
民
之
友
』

一
九
九
ー

二

一
〇

号

、
明
治
二
六

)
で
は
、
言
文

一
致
体
で
、
タ
ラ

シ
ク

(
7
)
、
タ
ラ

シ
カ

ッ
タ

(
2
)
、ヰ

ル
ラ
シ
ク

(1
)

の
用
例
が
見

え
て
、
同
様

の
傾
向
を
示
し

て

い
る
。

受
贈

雑
誌

46
年

4
月
～

46
年

9
月

-

古
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